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公の施設等評価及びあり方方針（グループ別）【産業振興施設】32 温浴施設
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あり方方針

外部評価

【32 温浴施設】

　『温浴施設』は、市民の健康管理と福祉の向上、本市の産業と観光振興の促進、また憩いと交流の場としてなど、様々な

サービスを提供する施設です。

　現在、指定管理者制度を導入し、民間活力による管理運営を行っておりますが、引き続き、各施設の特徴を活かしなが

ら、更なる利用促進を図っていくとともに、大規模改修時や更新時には、利用状況を踏まえ、施設のあり方を検討していき

ます。

　なお、下記「外部評価」の意見を合わせて本施設グループの「あり方方針」とし、着実に取組を推進していきます。

●庁内評価のとおり

（補記事項）

　利用促進にあたっては、利用状況を正確に分析するとともに、交流拠点としての役割を担う観点からも、多言語での情報

発信などにより、新たな利用者確保に向けて積極的に取り組まれたい。
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